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◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

５
月

１
５

日
( 日

)  
曇

り
後

時
々

晴
 

◇
参

加
者

；
児

嶋
道

夫
、

山
上

皓
一

郎
、

生
熊

敏
男

、
川

島
 

功
。

４
名
 

 
 

 
 

 
青

木
宏

充
、

梶
野

照
雄

。
( 旧

逓
信

道
修

復
と

ト
レ

ラ
ン

支
援
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

モ
ノ

レ
ー

ル
設

置
時

に
伐

採
し

た
雑

木
の

一
部

が
、

モ
ノ

レ
ー

ル
が

横
断

す
る

支
谷

に
横

た
わ

り
、

増
水

時
に

流
さ

れ
て

モ
ノ

レ
ー

ル
支

柱
に

支
障

来

た
す

恐
れ

が
あ

り
、

早
急

に
撤

去
し

た
い

と
思

っ
て

い
た

。
 

女
性

陣
２

名
が

参
加

し
て

く
れ

そ
う

な
雰

囲
気

で
あ

っ
た

が
連

絡
が

無
く

急
遽

、
前

日
夕

方
に

山
上

さ
ん

か
ら

参
加

の
連

絡
が

あ
り

、
お

陰
で

支
谷

の

雑
木

撤
去

作
業

が
出

来
そ

う
だ

。
 

新
宮

７
時

前
に

児
嶋

車
( 生

熊
氏

同
乗

、
ト

タ
ン

積
込

み
) と

川
島

車
( 山

上

さ
ん

同
乗
) で

走
行

し
、

登
山

口
に

８
時

半
前

に
到

着
。
 

前
日

、
青

木
氏

は
、

旧
逓

信
道

の
岩

場
足

場
を

セ
メ

ン
ト

で
固

め
る

作
業

を
し

た
為

、
モ

ノ
レ

ー
ル

は
終

点
に

停
車

し
て

い
る

が
、

日
曜

の
作

業
時

モ

ノ
レ

ー
ル

は
使

用
す

る
か

と
の

電
話

連
絡

が
あ

り
、

使
用

す
る

旨
を

伝
え

る

と
、

行
仙

宿
か

ら
８

時
半

迄
に

下
り

て
来

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
が

青
木

氏

の
車

が
無

い
。

と
り

あ
え

ず
指

定
の

モ
ノ

レ
ー

ル
駐

機
位

置
に

上
る

と
モ

ノ

レ
ー

ル
は

駐
機

さ
れ

て
い

た
。

潤
滑

油
が

空
で

補
給

、
軽

油
を

補
給

し
た

い

が
容

器
が

見
当

た
ら

ず
、
燃

料
補

給
せ

ず
林

道
に

下
り

る
と

青
木

車
が

到
着

。
 

工
具

類
、

セ
メ

ン
ト

煉
り

箱
、

２
０

㍑
水

と
ザ

ッ
ク

で
満

杯
と

な
り

、
ト

タ
ン

は
再

度
積

み
に

降
り

る
事

に
す

る
、
 

ト
タ

ン
を

降
ろ

し
て

青
木

氏
は

、
昨

日
の

作
業

継
続

と
ト

レ
ラ

ン
大

会
支

援
の

た
め

行
仙

宿
へ

。
 

最
初

は
、
パ

イ
プ

単
管
(4
8
.6
Ф
) に

ト
タ

ン
打

付
け

の
角

材
を

番
線

で
〆

る

作
業

で
あ

り
、

児
嶋

、
生

熊
、

山
上

さ
ん

に
任

せ
て

、
川

島
は

支
谷

の
落

下

し
そ

う
な

岩
と

伐
採

雑
木

類
を

撤
去

す
る

作
業

を
す

る
。
 

 
 

 

前
回

迄
の

小
屋

単
管

支
柱

 
単

管
パ

イ
プ

に
角

材
〆

付
け

 
 

早
目

の
昼

食
 
 

 児
嶋

・
生

熊
氏

は
、

モ
ノ

レ
ー

ル
を

踏
み

台
に

し
て

単
管

パ
イ

プ
支

柱
に

角
材

を
番

線
で

〆
付

け
。

パ
イ

プ
支

柱
の

ゆ
が

み
等

は
山

上
さ

ん
が

指
摘

指

示
さ

れ
、

合
間

に
前

側
の

単
管

支
柱

の
基

礎
穴

掘
り

作
業

を
さ

れ
て

い
る

。
 

児
嶋

氏
持

参
の
発

電
機

を
作
動

さ
せ

、
角

材
は

電
動
糸
鋸

、
単

管
パ

イ
プ

切
断

は
、
サ

ン
ダ

ー
の
鉄
切

断
刃

で
切

っ
て
調
整

さ
れ

て
い

る
。
 

支
谷

の
伐

採
雑

木
類

の
撤

去
は

、
1
人

作
業

の
た

め
、

一
旦

急
斜
面

に
横

た
わ

ら
せ

、
上

に
登

り
引

っ
張

り
上
げ

て
、
や
や

平
地

に
集

積
す

る
。
 

 
 

 

撤
去

し
た

雑
木

類
 

 
 

 
撤

去
後

の
支

谷
 

 
 

上
手

支
谷

の
伐

採
雑

木
 

 

伐
採

雑
木

類
の

撤
去

を
終

え
、

モ
ノ

レ
ー

ル
組
立
現

場
に
戻

る
と
屋
根

側

の
角

材
の

〆
付

け
が

終
え

そ
う

な
時

点
で

あ
る

。
川

島
は

モ
ノ

レ
ー

ル
駐

車
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地
の
嵩

上
げ

と
崩

れ
防
止

に
、
下

方
を

電
柱
廃

材
割

木
の

２
段

積
み

に
す

る
。
 

約
２

時
間
休
憩

無
し

の
た

め
「
休
憩

す
る

か
！
」

と
の
声

に
、

１
１

時
頃

と
早

い
が
「
昼
飯

に
し
よ

う
や
！
」

と
昼
食

に
、

そ
の

前
に

生
熊

氏
は
鋸

を

取
り

に
モ

ノ
レ

ー
ル

で
林

道
に

下
り

る
。
 

梶
野

氏
が

、
持
経

宿
か

ら
到

着
し

、
ト

レ
ラ

ン
大

会
支

援
に

行
仙

宿
へ

行

く
と

の
事

。
ト

レ
ラ

ン
大

会
は

、
毎

回
２

５
人

位
の

参
加

が
在

る
が
今

回
は

１
０
人

と
少

な
く

、
梶

野
氏

は
余
分

な
荷

に
な

る
と
ペ

プ
シ
コ

ー
ラ

ー
、
ポ

カ
リ
ス
エ

ッ
ト
(5
0
0
m
l) 各

４
本

と
桜
餅

を
差
入

れ
し

て
下

さ
る

。
 

梶
野

氏
が

終
点

で
降

り
、

無
人

で
後
退

し
下

っ
て

来
た

モ
ノ

レ
ー

ル
を

停

車
位

置
で
止

め
る

。
 

昼
食

後
、

川
島

は
上
手

支
谷

の
伐

採
雑

木
を

撤
去

し
て
戻

る
。
 

前
側

支
柱

の
単

管
パ

イ
プ

を
計
測

し
て
切

断
し

、
自
在

ク
ラ

ン
プ

で
屋
根

単
管

パ
イ

プ
と
締
結

さ
せ

る
。

同
時

に
砂

半
袋

に
セ

メ
ン

ト
を
ス
コ

ッ
プ
３

杯
入

れ
て
混
ぜ

、
バ

ラ
ス

半
袋
入

れ
セ

メ
ン

ト
を

煉
り

、
支

柱
の

基
礎

に
流

し
込
む

。
砂

・
パ

ラ
ス
各

２
袋

を
使

い
４

回
煉

っ
た

が
、

基
礎

の
煉

り
セ

メ

ン
ト
量

が
少

な
い

。
 

児
嶋

・
川

島
は

、
林

道
脇

の
砂

・
バ

ラ
ス

を
捜

し
採

り
に

下
り

る
。
砂

・

バ
ラ
ス
各

１
. ５
袋

採
取

し
て
戻

り
、
２

煉
り

し
て

単
管

支
柱

の
基

礎
打
ち

が

仕
上

が
る

１
４

時
頃

に
、

青
木

・
梶

野
氏

が
下

山
し

て
来

る
。
 

 
 

 

 
 

セ
メ

ン
ト

煉
り

 
 

単
管

支
柱

切
断

位
置

計
測

 
駐

機
小

屋
の

支
柱

組
立

完
了
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
屋

は
傾
斜
約
３

０
度

の
傾
き

で
組
立

て
い

る
の

で
、
支

谷
側

の
波

ト
タ
 

ン
は

、
傾
斜

角
に
応
じ

て
切

断
す

る
と
共

に
足

場
が
不
安

定
で

、
次

回
の
波

ト
タ

ン
を

打
ち

付
け

る
作

業
と
安
全
面

が
懸
念

さ
れ

る
。
 

山
上

さ
ん
差

し
入

れ
の
餡

パ
ン

で
休
憩

。
道

具
類

等
を

後
片

付
け

し
て

モ
 

ノ
レ

ー
ル

で
降

ろ
す

。
残

っ
た

川
島

は
、

駐
機
地

に
戻

っ
た

モ
ノ

レ
ー

ル
に
 

シ
ー

ト
カ
バ

ー
を
被

せ
て

登
山

口
に

下
り

る
。
 

 
ソ

ー
ラ

ー
パ
ネ

ル
据

付
の

児
嶋

車
は

、
１

０
０
Ｖ

の
電
源

機
器

が
使

用
出
 

来
る

の
で

、
コ

ー
ヒ

ー
ポ

ッ
ト

で
湯

を
沸

か
し

て
ド
リ

ッ
プ
コ

ー
ヒ

ー
が
 

略
入

っ
て

い
て

、
作

業
を
労

い
な

が
ら
懇
談

す
る

。
 

 
来
週

の
釈
迦
ヶ
岳
～
楊
枝

ノ
森

間
の

行
事

は
、
倒
伏
石

柱
道
標

復
元

に
は
 

最
低

４
名

が
必
要

で
、

参
加

者
が

足
り

ず
や
む

な
く
延
期

と
し

た
。
 

 
 

 
 

 
 

後
片

付
け
 

 
 

 
支

柱
組

立
小

屋
前

で
記

念
撮

影
 

コ
ー

ヒ
ー

入
っ

た
よ

！
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。
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